
艦内での訓練の様子

横浜市の中学校で総合学習
い
る
生
徒
も
見
受
け
ら
れ
た
。

支
援
し
た
。
こ
れ
は
学
校
か
ら
要
望
を
受
け
、
中
学
２
年
生
の
約

最
後
に
生
徒
か
ら
は
「
自
衛
官
の
仕
事
の
大
変
さ
が
よ
く
分
か

横
浜
中
央
募
集
案

し
た
。

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
に
な
る
と
、
机
に
前
の
め
り
に
な
っ
て
見
入
っ
て

解
促
進
を
図
っ
て
い

１
４
０
名
を
対
象
に
２
日
間
に
わ
た
り
講
話
と
体
験
実
習
を
実
施

り
ま
し
た
」「
い
つ
も
日
本
を
守
っ
て
く
れ
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま

平
原
１
陸
尉
）
は
令
和
２
年
９
月
８
日(

火)

及
び
９
日(

水)

の
両
日
、
老
松
中
学
校
（
横
浜
市
）
で
実
施
さ
れ
た
総
合
学
習
を

初
め
に
所
長
か
ら
自
衛
隊
の
仕
事
紹
介
と
災
害
派
遣
に
つ
い
て

し
て
い
な
い
様
子
で
、
東
日
本
大
震
災
で
の
自
衛
隊
の
災
害
派
遣

官
が
結
び
方
を
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
説
明
す
る
と
、
生
徒
ら
は
そ
れ

す
」
な
ど
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
を
も
ら
い
、
こ
の
学
習
で
の
成
果

き
た
い
」
と
し
て
い

説
明
を
し
た
。
生
徒
は
こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害
を
ほ
と
ん
ど
経
験

体
験
実
習
の
ロ
ー
プ
結
索
で
は
、
部
隊
で
の
経
験
豊
富
な
広
報

を
真
似
し
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

を
確
認
で
き
た
。

る
。

所長の話に聞き入る生徒達

（説明は、廣森広報官）
１グループのロープ結索

（説明は、赤間広報官）
２グループのロープ結索

現役海上自衛官との交流会を開催
２
名
の
隊
員
は
自
己
紹
介
の
後
、
勤
務
内
容
や
今
ま
で
の
訓

参
加
者
が
あ
り
、
自
衛
隊
を
志
す
受
験
者
１
２
名
が
集
ま
っ
た
。

と
、
受
験
生
は
「
こ
ん
な
訓
練
も
あ
る
の
で
す
ね
」「
海
外
で

入
っ
て
い
る
様
子
が
印

基
地
所
属
の
隊
員
２
名
（
現
役
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
戦
術
航
空
士
）

た
様
子
で
あ
っ
た
。

象
的
で
あ
っ
た
。

当
日
は
、
井
坂
広
報
官
の
元
職
場
で
あ
る
海
上
自
衛
隊
厚
木

ト
及
び
戦
術
航
空
士
と

訓
練
を
行
う
事
を
知
ら
な
か
っ
た
」
等
、
興
味
を
示
し
て
い
た
。

交
流
で
き
る
機
会
は
、

内
山
２
空
尉
）
は
、
令
和
２
年
９
月
１
１
日
（
金
）
同
事
務
所

に
お
い
て
、
現
役
自
衛
官
と
の
交
流
会
を
実
施
し
た
。
多
く
の

ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
っ
た
。
引
き
続
き
、

が
、
課
業
時
間
外
を
利
用
し
事
務
所
へ
足
を
運
ん
で
く
れ
た
。

見
て
、
受
験
生
か
ら
歓
声
が
上
が
り
、
ま
た
一
同
に
驚
い
て
い

て
く
れ
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
任
務
で
国
外
へ
行
っ
た
こ
と
や

海
上
自
衛
隊
の
航
空
部
隊
に
つ
い
て
の
話
を
初
め
て
聞
く
受
験

市
ヶ
尾
募
集
案
内
所

極
め
て
少
な
く
、
受
験

者
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ

受
験
者
た
ち
の
前
に
登
場
し
た
２
名
の
現
役
の
海
上
自
衛
官
を

練
経
験
及
び
海
上
自
衛
隊
を
選
ん
だ
動
機
等
に
つ
い
て
、
語
っ

ハ
ワ
イ
で
米
軍
と
共
同
で
行
っ
た
訓
練
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
る

生
が
殆
ど
で
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
隊
員
の
話
に
聞
き

は
「
現
役
の
パ
イ
ロ
ッ

海上自衛隊艦艇見学
や
』
は
海
上
自
衛
隊
７
隻
目
の
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
搭
載
護
衛

艦
『
ま
や
』
の
艦
艇
見
学
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
募
集
対
象
者

ま
た
全
般
を
説
明
し
て
い
た
海
上
自
衛
官
は
、
元
陸
上
自
衛

溝
の
口
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
策

上
に
出
た
際
の
艦
内
で
の
訓
練
風
景
を
見
学
さ
せ
る
こ
と
に
よ

加
し
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
艦
内
を
見
学
し
た
。
護
衛
艦
『
ま

を
講
じ
、
部
隊
見
学
や
体
験
航
海
を
通
じ
て
自
衛
隊
を
知
っ
て

に
対
し
、
海
上
自
衛
隊
の
任
務
説
明
、
艦
艇
見
学
を
通
じ
て
洋

務
に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

官
で
あ
り
陸
上
自
衛
隊
の
話
を
含
め
た
自
衛
隊
の
経
験
談
を
話

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
浜
中
央
募
集
案
内
所
（
所
長

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
市
ヶ
尾
募
集
案
内
所
（
所
長

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
溝
の
口
募
集
案
内
所
（
所
長

倉
橋
准
陸
尉
）
は
、
９
月
１
２
日
（
土
）
海
上
自
衛
隊
横
須
賀

基
地
に
お
い
て
、
横
須
賀
地
方
総
監
部
の
支
援
を
受
け
、
護
衛

り
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
少
人
数
１
０
名
で
参

そ
れ
を
見
学
で
き
る
と
知
っ
た
時
の
対
象
者
の
喜
び
は
大
き
い

し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
自
衛
隊
へ
の
関
心
が
一
層
深
ま
っ
た
様

も
ら
う
場
を
増
や
し
、
多
く
の
対
象
者
に
自
衛
隊
の
活
動
に
つ

目
的
と
し
て
い
る
。

艦
で
海
上
自
衛
隊
で
は
一
番
新
し
い
護
衛
艦
と
い
う
こ
と
で
、

も
の
で
あ
っ
た
。

子
で
あ
っ
た
。

い
て
理
解
し
て
も
ら
い
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
な
が
ら
募
集
業護衛艦『まや』をバックに記念撮影

受
験
者
た
ち
を
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
き
、
一
人
で

も
多
く
入
隊
へ
と
導
い

て
い
き
た
い
」
と
し
て

い
る
。

内
所
は
「
今
後
も
学

校
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る

教
育
支
援
の
要
望
に

前
向
き
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
学
校
と

の
連
携
を
深
化
さ
せ

て
、
自
衛
隊
へ
の
理


